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Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
は
６
月
１９
日
、「
性

の
健
康
を
守
る
フ
ェ
ム
シ
ッ
プ

ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
第
４１
回
研
究
会
を
開
催
。

講
師
は
藤
沢
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
ん
ま
・
院
長
の
門
間
美
佳

氏
が
務
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
会
場
を

合
わ
せ
２８
名
が
参
加
。
自
身
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
催
す
る
等
、
フ
ェ
ム

シ
ッ
プ
ド
ク
タ
ー
※

と
し
て
精

力
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
門

間
氏
は
、
本
研
究
会
で〝
フ
ェ
ム

シ
ッ
プ
ド
ク
タ
ー
と
は
何
か
〟、

〝
性
教
育
と
は
何
か
〟
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

前
半
で
は
性
と
生
殖
の
健
康

と
権
利
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

：Sexual 

and R
eproductive H

ealth 

and R
ights

）
に
つ
い
て
解
説
。

初
め
に
、
日
本
で
は
避
妊
や
中

絶
、
新
生
児
遺
棄
も
「
自
己
責

任
」
と
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う

一
方
で
、
北
欧
や
カ
ナ
ダ
な
ど

の
海
外
で
は
全
て
の
避
妊
・
緊

急
避
妊
が
安
価
も
し
く
は
無
料

で
提
供
さ
れ
て
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
日

本
は
性
の
観
点
で
は
海
外
に
遅

れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
氏
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
守
る

上
で
必
要
な
こ
と
を
①
包
括
的

性
教
育
、
②
若
者
対
象
の
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
ユ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
、
③
性
の
健
康
を

守
る
た
め
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
改
善
―
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
状
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
言

及
し
た
。
特
に
包
括
的
性
教
育

に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
学
校

教
育
へ
取
り
入
れ
る
よ
う
２
０

２
４
年
に
ル
ー
ル
化
さ
れ
た

が
、
そ
れ
自
体
が
周
知
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
問
題
視
。
包
括

的
性
教
育
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
、
誰
も
が
性

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

関
係
性
の
健
全
さ
を
知
る 

〝
恋
バ
ナ
〟
が
ヒ
ン
ト
に

　

後
半
は
自
身
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

講師の門間氏

で
開
催
し
て
い
る
ユ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
紹
介
。
性
の
失
敗
は

自
己
責
任
で
は
な
い
、
誰
か
に

助
け
を
求
め
て
い
い
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
る
と
し
、
若
者

が
当
た
り
前
に
享
受
で
き
る
は

ず
の
性
の
健
康
を
守
る
場
で
あ

る
と
説
明
し
た
。

　

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
若
年

女
性
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
（
相
談
窓
口
）
で
、

婦
人
科
医
（
自
身
）
と
近
隣
の

小
児
科
医
、
看
護
師
、
思
春
期

保
健
相
談
士
、
臨
床
心
理
士
な

ど
専
門
職
の
他
、
ネ
イ
リ
ス
ト

（
爪
心
理
士
）や
ヘ
ア
メ
イ
ク
、

大
学
生
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
を
配
置
。
利
用
者
が
よ
り
話

し
や
す
い
立
場
や
人
を
選
べ
る

よ
う
選
択
肢
を
複
数
用
意
し
て

い
る
。
特
に
大
学
生
は
利
用
者

で
あ
る
中
高
生
と
年
齢
も
近
い

の
で
、
気
楽
に
「
恋
バ
ナ
」
を

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
の

こ
と
。
身
近
に
思
え
る
「
恋
バ

ナ
」
に
は
実
は
大
切
な
要
素
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
今
恋
人

関
係
に
あ
る
人
と
の
関
係
や
立

場
が
対
等
か
、
ヘ
ル
シ
ー
な
関

係
で
あ
る
か
を
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ム
シ
ッ
プ
ド
ク

タ
ー
は
性
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
の
健
康
全
て
を
担
っ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
婦
人
科

の
医
師
以
外
に
も
内
科
や
歯
科

医
師
な
ど
の
参
加
を
促
し
た
。

※ 

フ
ェ
ム
シ
ッ
プ
（Fem

ship

）

ド
ク
タ
ー

フ
ェ
ミ
ニ
ン
（Fem

inine

：

女

性

の

）
＋

シ

ッ

プ

（Ship

：

船

／-ship

：

身

分
や
状
態
を
表
す
接
尾
語
）

の
造
語

… 

日
本
女
性
財
団
の
趣
旨
に
共

感
し
、
女
性
支
援
を
行
う
こ

と
に
賛
同
し
た
医
師
・
医
療

従
事
者
の
総
称
。
女
性
が
健

第
２
１
７
回

通
常
国
会
で
の
紹
介
議
員

引
き
受
け
議
員
一
覧

・
山
崎
誠
（
衆
・
立
憲
）

・
阿
部
知
子
（
衆
・
立
憲
）

・
篠
原
豪
（
衆
・
立
憲
）

・
大
塚
小
百
合（
衆
・
立
憲
）

・
福
島
瑞
穂
（
参
・
社
民
）

 

（
敬
称
略
）

「
性
と
生
殖
の

健
康
と
権
利
」
を
守
る

第
４１
回
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会

受
診
に
つ
な
げ
る
工
夫　

参
考
に

受
診
に
つ
な
げ
る
工
夫　

参
考
に

横
浜
市
金
沢
区
　
泉
福　

明
子

参加記

　

６
月
１９
日
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究

会
「
性
の
健
康
を
守
る
フ
ェ
ム

シ
ッ
プ
ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
」

に
参
加
し
た
。
同
じ
産
婦
人
科

医
と
し
て
、
以
前
か
ら
門
間
先

生
の
活
動
は
知
っ
て
い
た
が
実

際
に
お
話
を
伺
う
の
は
初
め
て

だ
っ
た
。

　

前
半
は
、
女
性
の
性
と
生
殖

の
健
康
と
権
利
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）

に
つ
い
て
。
日
本
は
国
連
女
性

自
分
の
体
、
月
経
、
性
に
つ
い

て
正
確
な
知
識
を
得
ら
れ
る
ス

ペ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。
ハ

イ
リ
ス
ク
パ
ー
ソ
ン
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
試

み
だ
と
思
う
。

　

最
後
に
、
私
も
若
年
女
性（
特

に
中
・
高
生
）
の
受
診
に
つ
な

が
る
工
夫
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
明

日
か
ら
の
診
療
に
役
立
て
た
い

と
思
っ
た
。

＊ K
A

N
A

H
O

I T
V

で
近
日
中

に
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
予
定

差
別
撤
廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｗ
）
か
ら
様
々
な
勧
告
を
受
け

て
い
る
（
包
括
的
性
教
育
、
緊

急
避
妊
薬
、
避
妊
法
へ
の
ア
ク

セ
ス
、
中
絶
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

そ
の
他
等
）。
そ
れ
ぞ
れ
具
体

例
を
挙
げ
て
示
さ
れ
た
。

　

後
半
は
、
先
生
が
活
動
さ
れ

て
い
る
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

つ
い
て
。
小
学
生
～
２４
歳
ま
で

を
対
象
に
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、

医
院
経
営
の
窮
状
救
え

長友議員 阿部議員

太議員福島議員

笠議員 佐々木議員

歯
科
問
題
に
関
心

長
友
克
洋
議
員

　

初
懇
談
と
な
る
長
友
議
員

（
衆
・
立
憲
）
は
、
技
工
士
の
厳

し
い
労
働
環
境
や
保
険
導
入
さ

れ
な
い
材
料
・
技
術
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
現
状
等
、
歯
科
問

題
に
高
い
関
心
を
示
し
た
。「
保

険
導
入
し
て
ほ
し
い
も
の
を
具

体
的
に
知
り
た
い
」
と
の
質
問

に
協
会
か
ら
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の

５
０
万
円
の
減
額
と
な
る
と
、

職
員
の
賃
上
げ
や
新
規
医
療
機

器
の
購
入
が
困
難
に
な
る
こ
と

を
説
明
。
地
域
の
内
科
診
療
所

は
認
知
症
患
者
の
受
け
皿
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
、
診
療
所
の

閉
院
が
増
え
れ
ば
無
医
地
域
が

発
生
し
地
域
医
療
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
も
訴
え
た
。

　

笠
議
員
は
診
療
所
が
直
面
す

る
厳
し
い
状
況
に
対
し
、
「
党

派
も
超
え
て
抜
本
的
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

与
野
党
関
係
な
く
同
じ
問
題
意

被
せ
も
の
や
金
属
床
部
分
義
歯

は
会
員
の
要
望
が
高
い
と
回
答

し
た
。
「
経
営
に
関
す
る
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
示
さ
れ
た
内

科
無
床
診
療
所
の
事
業
所
得

（
２
０
２
４
年
度
平
均

：

１
千

５
２
３
・
７
万
円
）
に
対
し
て

は
、「
先
生
方
は
こ
れ
で
や
っ
て

い
け
る
の
か
」
と
驚
き
の
声
が
。

こ
の
ほ
か
、
保
険
証
廃
止
に
伴

う
こ
の
間
の
政
府
の
後
手
の
対

応
は
愚
策
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

医
療
情
報
は
国
民
の

も
の 

小
児
科
特
有
の

経
営
の
窮
状
も

阿
部
知
子
議
員

　

阿
部
議
員
（
衆
・
立
憲
）
は
自

身
が
小
児
科
を
開
業
す
る
立
場

か
ら
、
感
染
症
の
流
行
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
や
、
人
件
費
率
が

高
く
賃
金
上
昇
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
な
ど
、
小
児
科
特

有
の
経
営
の
厳
し
さ
を
吐
露
。

経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
は
調
査
規
模

を
拡
大
す
べ
き
と
し
た
。
マ
イ

ナ
保
険
証
問
題
で
は
、
「
世
田

谷
区
・
渋
谷
区
の
資
格
確
認
書

全
員
交
付
は
、
国
へ
の
反
乱
」

と
喝
破
。
「
医
療
情
報
は
国
民

の
も
の
。
患
者
の
情
報
が
見
え

て
し
ま
う
の
が
嫌
だ
と
い
う
医

療
機
関
の
声
も
あ
る
」
と
国
民

が
認
識
し
な
い
ま
ま
情
報
が
ど

ん
ど
ん
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い
く

危
険
性
を
指
摘
し
た
。

与
野
党
超
え
た
取
り

組
み
を

笠
浩
史
議
員

　

笠
議
員
（
衆
・
立
憲
）
に
は
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
終
集
計
結

果
の
ほ
か
、
公
的
な
調
査
で
も

医
院
収
入
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
示
し
た
。
小
柳
評
議

員
か
ら
、
事
業
所
得
が
年
間
５

識
を
持
っ
て
い
る
は
ず
」
と
し

た
。
ま
た
立
憲
が
提
出
し
た
「
保

険
証
復
活
法
案
」
に
つ
い
て
は
、

次
回
臨
時
国
会
で
の
成
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
た
。

自
己
責
任
社
会
を
問

題
視 

県
西
部
の
医
療

ア
ク
セ
ス
に
も
言
及

佐
々
木
奈
保
美
議
員

　

佐
々
木
議
員
（
衆
・
立
憲
）
と

の
懇
談
で
は
小
柳
評
議
員
か

ら
、
２４
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

の
影
響
が
大
き
く
、
糖
尿
病
を

中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
の
中
に
は
１
千
２
０
０

万
円
の
減
収
と
な
っ
た
例
も
あ

る
と
紹
介
し
た
。
ま
た
他
業
種

と
異
な
り
公
定
価
格
の
た
め
賃

上
げ
が
難
し
く
、
医
療
業
界
か

ら
ほ
か
の
産
業
へ
の
人
材
流
出

が
起
こ
り
、
結
果
的
に
人
手
不

足
と
な
る
悪
循
環
に
関
し
て
も

懸
念
が
示
さ
れ
た
。
経
営
悪
化

と
人
手
不
足
に
よ
り
閉
院
が
増

加
す
れ
ば
、
患
者
が
医
療
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

二
村
副
理
事
長
よ
り
伝
え
た
と

こ
ろ
、
佐
々
木
議
員
か
ら
自
身

の
選
出
区
・
県
西
地
域
の
医
療

提
供
体
制
に
つ
い
て
危
機
感
が

示
さ
れ
た
。
医
療
機
関
だ
け
で

な
く
通
院
に
必
要
な
公
共
交
通

機
関
も
減
便
し
て
お
り
、
高
齢

者
の
通
院
が
難
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
高
齢
者

を
攻
撃
し
若
者
の
支
持
を
得
る

誘
導
的
な
政
策
に
つ
い
て
、
長

期
的
な
ス
パ
ン
で
将
来
を
考
え

ら
れ
な
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
し
て
、
自
己
責
任

社
会
へ
の
問
題
意
識
を
明
ら
か

に
し
た
。

人
材
流
出
に
定
員
割

れ
も 

医
療
業
界
の

現
状
を
懸
念

福
島
瑞
穂
議
員

　

福
島
議
員
（
参
・
社
民
）
と

の
懇
談
で
は
、
２４
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
と
物
価
高
騰
の
影
響

が
大
き
く
経
営
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
と
し
て
、
二
村
副
理
事

長
が
「
医
療
機
関
ご
と
の
努
力

で
な
ん
と
か
な
る
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
訴
え

た
。
ま
た
他
業
種
へ
の
人
材
流

出
の
問
題
や
、
看
護
学
校
で
定

員
割
れ
が
起
き
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
し
、
福

　

６
月
５
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
。
二
村
副
理
事
長
、
藤
田
理
事
、
小

柳
評
議
員
（
役
職
は
当
時
の
も
の
）
が
参
加
し
、
５
名
の
議
員
と
懇
談
、
１
名

に
要
請
書
を
手
交
し
た
。
直
前
に
発
表
さ
れ
た
財
政
審
の
「
春
の
建
議
」
に
加

え
、
税
対
経
営
部
が
こ
の
間
実
施
し
た
「
経
営
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
最
終
集
計
、
さ
ら
に
同
日
開
催
さ
れ
た
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」

署
名
提
出
集
会
を
踏
ま
え
た
要
請
を
行
っ
た
。

6.5国会行動

島
議
員
か
ら
は
医
療
業
界
の
現

状
に
理
解
が
示
さ
れ
た
。

署
名
の
第
２
次
締
切
は

９
月
３０
日

　

こ
の
ほ
か
太
栄
志
議
員
（
衆
・

立
憲
）
と
要
請
書
を
手
交
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
「
保
険
証
使
い

続
け
た
い
！
」
署
名
の
紹
介
議

員
と
し
て
４
名
の
議
員
に
合
計

１
千
３
２
２
筆
（
旧
署
名
を
含

む
）
を
提
出
し
た
。

　

「
保
険
証
使
い
続
け
た
い
！
」

署
名
は
秋
の
臨
時
国
会
に
も
提

出
を
予
定
し
て
い
る
。
国
会
の

会
期
ご
と
の
提
出
と
な
る
た

め
、
再
度
の
署
名
が
可
能
だ
。

臨
時
国
会
で
の
提
出
に
向
け
た

締
め
切
り
は
９
月
３０
日
と
な

る
。
ぜ
ひ
引
き
続
き
待
合
室
で

の
取
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
回
の
要
請
項
目
は
次
の
通

り
。
①
速
や
か
な
診
療
報
酬
改

定
、
ま
た
は
次
年
度
改
定
に
お

い
て
基
本
診
療
料
等
の
大
幅
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
、
②
従
来

の
健
康
保
険
証
の
復
活
（
新
規

発
行
を
再
開
）
、
③
国
民
皆
保

険
の
瓦
解
に
繋
が
る
選
定
療
養

の
濫
用
阻
止
、
④
歯
科
医
療
充

実
の
た
め
の
予
算
増
額
と
保
険

適
用
範
囲
の
拡
大
―
の
４
点
。

康
で
生
き
や
す
い
社
会
を
創

る
た
め
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
問
題
を
解
決
、
支
援
す
る

努
力
を
す
る
。

フェムシップ
ドクターとは

（日本女性財団）

「新聞投稿」「新聞投稿」
募集中!募集中!
会員からの投稿を会員からの投稿を
随時募集しています!随時募集しています!
文字数は800字程度。文字数は800字程度。
ご不明点は新聞部まで。ご不明点は新聞部まで。
TEL：045‐313‐2111TEL：045‐313‐2111
FAX：045‐313‐2113FAX：045‐313‐2113
メールアドレスメールアドレス
:kanahoi‐shinbun:kanahoi‐shinbun
@hoken‐i.co.jp@hoken‐i.co.jp

※�内容によっては加筆・修※�内容によっては加筆・修
正をお願いすることがご正をお願いすることがご
ざいますことをご了承くざいますことをご了承く
ださい。ださい。


